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 資料１  
 

意見交換のポイント 

テーマ「救急医療、在宅医療、外来機能の役割分担と連携について」 

 

Ⅰ 救急医療について 

１ 胆江圏域における現状認識 

直近の救急搬送人員（合計）は、令和６年度が前年比で33人・0.5％の減、

令和７年度が前年比で197人・3.3％の減となっており、人口減少等に伴う救急

搬送件数の減少が見受けられる。 

一方で、医療資源の維持・確保が年々困難になる中、県立胆沢病院が一定の

体制を確保して地域の救急車搬送の約７割、自力搬送等の約８割の受入れに

対応いただいていることで、当圏域における救急医療・急性期医療が守られて

いると認識している。 

また、休日・夜間の小児救急や周産期救急など圏域内での十分な医療提供が

困難な場合、速やかに圏域外の医療施設に搬送するなどの連携等が図られて

いるものの、現場では苦しいやり繰りが行われていると認識している。 

 

２ 将来の見通し 

  今後、人口減少がより進めば、救急搬送件数はさらに減少していくものと

見込まれ、県の推計によると、2040年の胆江圏域の救急搬送件数は、2025年

から418人・7.6％減になる見通しとなっている。 

そうした中においても高齢者の割合は当面増えていくことが見込まれるこ

とから、高齢者の特徴を踏まえた医療提供体制の整備等が必要とされており、

国のガイドラインによれば、高度な医療や緊急性の高い医療の提供に資する

「急性期拠点機能」と手術等の実施頻度が低く、包括的な入院医療の必要性が

高い特性を持つ「高齢者救急・地域急性期機能」の機能分担が重要になってく

ると示されている。当圏域では、前者は県立胆沢病院、後者は他の医療施設が

その役割を担うものになると想定され、救急搬送の効率的かつ効果的な受入

の推進のためには、受入時点はもちろん、受入れ後の入院医療や転院搬送等の

連携のあり方も含めて、役割分担や連携等を整理していく必要があると認識

している。 

 

（参考資料）新たな地域医療構想の策定・保健医療計画の中間見直しについて 

（参考資料）地域医療構想のガイドライン【17、45～51、54～60 頁参照】 

（参考資料）新たな地域医療構想の策定について【７～９、31～34、25 頁参照】 

（資料２）胆江圏域の救急医療の状況 
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Ⅱ 在宅医療について 

１ 胆江圏域における現状認識 

加速する人口減少により、医療現場では医療需要が既にピークアウトして

いるような印象もあると伺っているが、国の推計によると、訪問診療を受ける

患者数は、2040 年以降に最大となると言われており、県の推計でも胆江圏域

の需要は 2045 年にピークを迎える見通しとなっている。 

在宅医療については、民間クリニック等での対応には限界があるという声

があり、これまでまごころ病院などが取り組んできた実績等を踏まえると、 

地域の公立医療施設が中心となってその役割を担うべきものと認識している。 

 

２ 将来の見通し 

  国は、多くの地域で増加が見込まれる在宅患者に対応する体制を確保する

ため、都道府県が策定する医療計画に、地域の実情を踏まえた課題や施策等

を記載するとともに、必要な機能を確保するような指針を示している。その

中では、①退院支援、②日常の療養支援、③急変時の対応、④看取りの４つの

機能の確保に向け、在宅療養支援病院（診療所）等が積極的役割を担うべき

ことがうたわれている。 

  当圏域は非常に広域で、受診機会を確保するハードルが高い患者が一定数

いる中、高齢者人口の増加等により、そのような患者はなお増加するものと

見込まれる。また、在宅医療においては、介護保険サービス等の多職種連携

も必要とされることから、今後は、圏域内の実情や動向等を分析・精査しな

がら、必要なニーズに対応できるよう、「在宅医療において積極的役割を担う

医療機関」と「在宅医療に必要な連携を担う拠点」が、それぞれの役割を強化

していく必要があると認識している。 

 

（参考資料）新たな地域医療構想の策定・保健医療計画の中間見直しについて 

（参考資料）地域医療構想ガイドライン【17、51・52、64～72 頁参照】 

（参考資料）新たな地域医療構想の策定について【11、31～34 頁参照】 

（資料３）今後の在宅医療について 
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Ⅲ 外来機能について 

１ 胆江圏域における現状認識 

圏域内には、県立病院、市立病院・診療所、民間病院のほか、民間診療所 

（クリニック）が約60施設あり、市民等に身近な医療を提供している。 

地域別では、水沢地域と前沢地域は医療資源が比較的充足している一方、 

江刺地域は県立江刺病院と民間診療所等で広大なエリアをカバーしながら、

胆沢地域と衣川地域は市立医療施設が「地域のかかりつけ医機能」の役割を担

うことにより、身近な医療を支えている状況にあると認識している。 

また、県立胆沢病院は、圏域内における「紹介受診重点医療機関」として 

令和６年度の患者の紹介率61.2％、逆紹介率76.9％という実績を残しており、

機能の住み分けや相互連携が図られている状況にあると認識している。 

このような役割分担や連携等によって一定の外来機能は維持されているが、

圏域内で分娩ができない状況について、圏域外の医療施設との連携や周産期

医療サポート体制の構築等により安心・安全な環境づくりに努めているもの

の、市民等からは依然として不安の声や分娩取扱施設の誘致を強く望む声が

ある。 

 

２ 将来の見通し 

  国の推計によると、当圏域の診療所医師数は、2022年の65名から2040年に

24名まで減少すると見込まれており、承継や新規開業が見込まれない場合、

民間クリニックが現在の半数以下まで減少する懸念がある。実際、一部診療

科については標榜する施設が少なかったり医師の高齢化が進んでいたりする

ほか、特にも産婦人科や小児科等については、医療提供体制を維持すること

が非常に困難な状態に陥っており、今後、医療資源の維持・確保がより一層

難しくなることは避けられない状況にあると認識している。 

新たな地域医療構想においては、医療機関の連携・再編・集約化等が掲げら

れているが、このような現状や将来を見据えたときに、医療へのアクセス確保

に向けた公共交通施策や通院支援、オンライン診療や巡回診療の活用、立地の

検討など、地域の実情に応じて様々な取組が考えられるところである。 

限られた医療資源の中、圏域内や圏域外で官官、官民、民民が連携しながら

市民等の健康・生命をどのように守っていくか本気で検討し、実行しなければ

ならない時期に来ているものと認識している。 

 

（参考資料）新たな地域医療構想の策定・保健医療計画の中間見直しについて 

（参考資料）地域医療構想ガイドライン【60～64 頁参照】 

（第２回資料４）医師偏在是正対策について（奥州保健所提供） 

（資料４）奥州市区域別の医療施設数 
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Ⅳ 本日ご意見を頂きたい事項 

 ⅠからⅢまでの現状認識や見通しを踏まえ、特に次の事項に関し、ご意見を

頂戴したい。 

１ 事務局が提示した現状認識や見通しは、妥当でしょうか。 

もし、認識や見通しの誤り、別の見解、見落とされている課題等があれば、

ご教示いただきたい。 

 

(1) 救急搬送について 

 

 

 

 

 

(2) 在宅医療について 

 

 

 

 

 

(3) 外来機能について 

 

 

 

 

 

 

２ 上記のほか、この地域における将来の地域医療のあり方等を考える上で、

特に留意すべき事項があれば、ご教示いただきたい。 

 



（資料２）胆江圏域の救急医療の状況

表１　救急医療の実施状況 ⇒救急車の受入れは、県立胆沢病院が65％、総合水沢病院が20％、その他が15％。 時間外（休日・夜間・時間外）の対応は、県立胆沢病院が70％弱、総合水沢病院と県立江刺病院が10％前後、その他が10％

救急告示病院の告示

二次救急医療施設の認定

三次救急医療施設の認定

(A/G) 3,476件 (65.5%) 185件 (3.5%) 231件 (4.4%) 7件 (0.1%) 127件 (2.4%) 43件 (0.8%) 1,032件 (19.5%) 202件 (3.8%) 5,303件 (100.0%)

(B/G) 11,920件 (68.8%) 1,528件 (8.8%) 985件 (5.7%) 16件 (0.1%) 128件 (0.7%) 65件 (0.4%) 2,173件 (12.5%) 514件 (3.0%) 17,329件 (100.0%)

休日に受診 (C) (C/G) 4,980件 (66.7%) 787件 (10.5%) 458件 (6.1%) 7件 (0.1%) 53件 (0.7%) 44件 (0.6%) 895件 (12.0%) 247件 (3.3%) 7,471件 (100.0%)

　うち診療後直ちに入院 (C1) (C1/C) 668件 (13.4%) 49件 (6.2%) 29件 (6.3%) 7件 (100.0%) 11件 (20.8%) 4件 (9.1%) 102件 (11.4%) 40件 (16.2%) 910件 (12.2%)

夜間・時間外に受診 (D) (D/G) 6,940件 (70.4%) 741件 (7.5%) 527件 (5.3%) 9件 (0.1%) 75件 (0.8%) 21件 (0.2%) 1,278件 (13.0%) 267件 (2.7%) 9,858件 (100.0%)

　うち診療後直ちに入院 (D1) (D1/D) 1,460件 (21.0%) 136件 (18.4%) 17件 (3.2%) 9件 (100.0%) 33件 (44.0%) 8件 (38.1%) 314件 (24.6%) 46件 (17.2%) 2,023件 (20.5%)

表２　医療機関別救急搬送人員の推移 ⇒救急搬送の合計数や圏域内への搬送は、減少傾向。 逆に、圏域外（中部、磐井等）への搬送は、増加傾向

5,314人 (91.1%) 5,066人 (86.9%) 248人 (4.3%) 518人 (8.9%) 5,832人 (100.0%)

5,562人 (92.3%) 5,293人 (87.8%) 269人 (4.5%) 467人 (7.7%) 6,029人 (100.0%)

5,735人 (94.6%) 5,500人 (90.7%) 235人 (3.9%) 327人 (5.4%) 6,062人 (100.0%)

表３　二次救急病院群輪番制の実施状況 ⇒県立胆沢病院は割当以上に、他も約1,000人の救急搬送と、約2,000人の自力搬送等に対応している。

年間割当回数 (A) (A/G) 276回 (56.6%) 78回 (16.0%) 53回 (10.9%) 81回 (16.6%) 488回 (100.0%)

標榜時間外の救急搬送実績 (B) (B/G) 11,547人 (78.9%) 787人 (5.4%) 544人 (3.7%) 1,754人 (12.0%) 14,632人 (100.0%)

救急車（搬送）(B1) (B1/G) 2,362人 (69.9%) 211人 (6.2%) 135人 (4.0%) 671人 (19.9%) 3,379人 (100.0%)

その他（自力搬送等）(B2) (B2/G) 9,185人 (81.6%) 576人 (5.1%) 409人 (3.6%) 1,083人 (9.6%) 11,253人 (100.0%)

表４　奥州金ケ崎休日・夜間診療所の利用実績（R7年間件数）

1,399件 (82.9%) 180件 (10.7%) 40件 (2.4%) 69件 (4.1%) 1,688件 (100.0%)

682件 (84.7%) 79件 (9.8%) 18件 (2.2%) 26件 (3.2%) 805件 (100.0%)

2,081件 (83.5%) 259件 (10.4%) 58件 (2.3%) 95件 (3.8%) 2,493件 (100.0%)

表１【出典：岩手県内における医療機関ごとの病床の状況（令和７年度病床機能報告データ）】 表２【出典：奥州消防署照会回答】 表３【出典：令和７年度胆江地域二次救急病院群輪番体制連絡会資料】 表４【出典：奥州金ケ崎事務組合診療所運営委員会資料】

合計

R7救急告示病院 (A1) その他 (A2)
圏域外 (B) 合計 (G)

圏域内

金ケ崎町 県内

休日（日・祝・1/1除く年末年始）

夜間（毎日18：30～21：00）

令和７年度

令和６年度

令和５年度

奥州市

県立胆沢病院 県立江刺病院 総合水沢病院奥州病院

－ ● ● ５件

－ － － － － － － － ０件

救急車の受入件数 (A)

時間外に受診した患者延べ数 (B)

石川病院 総合水沢病院 まごころ病院 合計 (G)

● ● ● － － －

美希病院

● ● ５件

県外 合計

県立胆沢病院 県立江刺病院 奥州病院 美山病院

● ● ● － －

合計 (G)

胆沢
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3.5%
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4.4%

水沢
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図１-１ 救急車の受入件数
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図１-２ 時間外に受診した患者延べ数
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（資料３）今後の在宅医療について
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（資料４） 奥州市区域別の医療施設数

表１：地域（旧市町村）ごとの数

/10㎢ /1千人 /10㎢ /1千人 /10㎢ /1千人

水沢地域 96.92㎢ 9.8% 51,588人 49.1% 532人/㎢ 23件 2.4件 0.4件 16件 1.7件 0.3件 39件 4.0件 0.8件

江刺地域 362.50㎢ 36.5% 25,285人 24.0% 70人/㎢ 9件 0.2件 0.4件 4件 0.1件 0.2件 13件 0.4件 0.5件

前沢地域 72.34㎢ 7.3% 11,908人 11.3% 165人/㎢ 7件 1.0件 0.6件 5件 0.7件 0.4件 12件 1.7件 1.0件

胆沢地域 298.02㎢ 30.0% 13,098人 12.5% 44人/㎢ 2件 0.1件 0.2件 1件 0.0件 0.1件 3件 0.1件 0.2件

衣川地域 163.57㎢ 16.5% 3,283人 3.1% 20人/㎢ 1件 0.1件 0.3件 0件 0.0件 0.0件 1件 0.1件 0.3件

計 993.35㎢ 100% 105,162人 100% 106人/㎢ 42件 0.4件 0.4件 26件 0.3件 0.2件 68件 0.7件 0.6件

表２：人口密集エリアから見た地域ごとの数

/10㎢ /1千人 /10㎢ /1千人 /10㎢ /1千人

水：水沢・南・常盤 19.14㎢ 19.7% 34,290人 66.5% 1,792人/㎢ 23件 12.0件 0.7件 16件 8.4件 0.5件 39件 20.4件 1.1件

江：岩谷堂・愛宕 34.30㎢ 9.5% 14,880人 58.8% 434人/㎢ 9件 2.6件 0.6件 4件 1.2件 0.3件 13件 3.8件 0.9件

前：前沢・古城 37.45㎢ 51.8% 9,228人 77.5% 246人/㎢ 7件 1.9件 0.8件 5件 1.3件 0.5件 12件 3.2件 1.3件

胆：小山・南都田 65.47㎢ 22.0% 10,027人 76.6% 153人/㎢ 2件 0.3件 0.2件 1件 0.2件 0.1件 3件 0.5件 0.3件

衣：衣川・衣里 22.29㎢ 13.6% 2,556人 77.9% 115人/㎢ 1件 0.4件 0.4件 0件 0.0件 0.0件 1件 0.4件 0.4件

計 178.65㎢ 18.0% 70,981人 67.5% 397人/㎢ 42件 2.4件 0.6件 26件 1.5件 0.4件 68件 3.8件 1.0件

※１　人口は、令和８年６月末時点の住基情報による。

※２　医療施設の診療科区分及び数は、奥州市調べによる（休日・夜間診療所や特別養護老人ホームの内科医等を除く。）。

※３　例えば「消化器内科」は、「内科」も標榜していてカウントが重複する傾向にあるため、「内科」のカウントに含めていない。
※４　表２の医療施設数は、表１と同数（当該地域の総数）であり、当該人口密集エリアにおける分布数ではない。

※５　黄色の塗り潰しは市の平均値と同等以上のものを、赤い枠囲みは最大値となるものを表している。

⇒ 奥州市内では、面積当たりでは水沢地域、人口当たりでは前沢地域が、比較的医療施設が充足していると言える。
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